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　　　　　　　　　　交通の調整　　沼田政矩
黙の交灘瞭翻・のぼるのは，鰍の齢陸上の麓洞じく自蘇麟・飛磯飾る・これらはげ
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らといhiLていた力舞年か舞年・・尉・，糠野行つ焔榊室轍篠など獣銚の輔力鋤つ虚・婚
船雛なども，。れら雛のS2ESEuema・nLて，そ・鰯を蜘しよう・し・・その車鼎聡に講よま渤力

。種。噺究編され＆＃…T・一；われつNあ・．・の劇・い簿の蘇それぞiLのesmaそのものとしては誠：購腰達

をしているのであるo
しかL9人薩かさのみに氣騰わ2Lる・となく謬か噸みる蝦満る・この陰にlt・　tcらな欝と，類嗣間

の蓮絡不十分とい52大峡陪が存在していろのである。

樋の交霧業に，そのい舞いまじめは融レ次畿争臆となり・｛　1・ttmax下凝雌こより響に堪
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利獣な。もの滋る。よろしく各鮫融關の継分野・離計り・勲獺・勲どさけるべきで繍縫を

獣の鱗とすべき貨捌例えぽ石X）・rb．：，　reeeの矧のために識道に殺到し酌課勲瀬した鰍較蝶の

纒勤ため：・臓廊・大打轡・5t・つたりする例砂くない・㈱髄・緻車謙磯などおのおの・その朧

を距に關灘霞せてはじめて鯉のない轍絞通、蘇柵られる・この飴㈱を忘れて臆らないのである・
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の列輪合塒間の鰍など滴速交醗關の敷用を黙していることが多い・離飛微燦るtめ・バスにて翻

の飛行場に蝋をかけて行くのも，何力舘れ魅の力覇・eつかく市鱗車で・錨騨へ達しながら繭廣場と「e
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rcaと峨費は，本鰍の列輕鰯・版すると貴i・大・噛る・・燃唖絡｝・おいても同様で港に緯る礁こ鱒

外塒、標し，般舶腿謄1』と停泊時闇とが等い・ものは畑で・肋部に入うといわれる位・動くべき切が動い（』

　いない朕況にある。このように各種の交通機關の接鰯部における施設ならびに作業の研究が今後の大間題の一一一つである

　ことぽξ｝翔つユT．顕事實であるo　　　　　　　　　　　　　　　・
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